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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

明治期以降、欧米文化を受容し近代化を目指す中で日本の食生活は変容し、また様々

な文化現象も現れた。食は日々の生活の基盤であり、日本近代文学の作家たちもその動

向とは無縁ではなく、作中に様々な食が描かれた。本研究では、その中でも特異と思わ

れる食モチーフを展開した昭和期の作品を複数取り上げ、作品発表当時の食文化動向を

参照することでその食モチーフの社会的背景を明らかにしようとするものである。具体

的には、佐藤春夫「のんしやらん記録」（ 1929）を食糧問題、矢田津世子「茶粥の記」（ 1941）

を娯楽的食情報の流通と戦時下の食糧統制という観点から検討し、また昭和初期のモダ

ニズム作家である尾崎翠の作品群については登場する食物の同時代的背景を探りつつ、

食物／摂食行為が異化され、物語展開上の重要な位置を占めるという、食に纏わる尾崎

の表現技法を検討した。  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 

〔  昭和初期 〕 〔  食通   〕 〔  食糧問題 〕 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

 本研究は、特異な 食 モチーフを展開し た 昭和初期の作品を 複 数取り上げ、作品 発 表当時

の食文化動向を参 照 することでその食 モ チーフの 社会的背 景 を明らかにするこ と を目指す

ものである。本研 究 は当初、欧米化／ 近 代化していく日本 の 食文化の変容を踏 ま えつつ 、

文学作品に現れた 食 に纏わる欲望の検 討 を目指すものであ り 、矢田津世子「茶 粥 の記」 の

他には上司小剣「鱧 の皮」（ 1914）、芥川 龍之介「芋粥」（ 1916）の食表象を検討す ることを

予定していた。し か し、調査を進める う ち、 食に纏わる動 向 が欧米文化の単純 な 受容に留

まらず、都市計画 や 政府の食糧政策、 栄 養学の発展等様々 な 社会的／政治的動 向 と深く結

びついており、そ の ような動向を背景 に 、ある食物／摂食 行 為を望む〈欲望〉 と いう観点

では収まりきらな い 食表象が少なから ず あり、そうした表 象 の方が文学という イ マジナリ

ーな領域の特質と よ り密接に結びつい て おり、食に関する 表 現として着目すべ き ものであ

ると思われ、研究 対 象とする作品を変 更 し、また問題編成 も 当初のものより変 更 した。  

以下、計画の変更 後 に行った研究の成 果 を記述する。  

 

（ １ ）矢 田津 世子 「茶 粥 の記」（ 1941） にお け る特 異な 食通 及び 粥 の表 象の 考察  

本作は 1980 年代以降 グルメ小説として 再 発見・再評価されて きたのであるが 、そ の際、

①実食せず伝聞知 識 のみで想像上の美 食 を楽しむという風 変 わりな食通表象の 社 会的背

景、②発表時期及 び 作中時間が日中戦 争 下であるという同 時 代状況は看過され る 傾向にあ

った。そこで、様 式 ３－① a の論文では、 ①の社会的背景を 明 らかとし、②の時 代 背景を

踏まえ、本作のも う 一つの重要な食モ チ ーフである「粥」 の 意味合いを考察し た 。  

①食べない食通と い う造形とその背景 と しての食メディア 状 況  

1930 年か ら翌年にか けて「趣味の通の 要 諦」を述べたとい う 『通叢書』シリー ズ （全

47 巻）から食 に関連 した書物が 12 巻刊行 されていたが、同 時 期、新聞には食味 評 論記事

が連載されて人気 を 博し、それを纏め た ものが単行本とし て 刊行されていた。 東 京日日新

聞社会部編『味覚極 楽』（光文社、 1927 年 12 月）、時事 新報 社家庭部編『東京名 物食べあ

る記』（正和堂書房 、1929 年 12 月）、食辛抱 編『美味珍味』（丸 ノ 内出版社、1933 年 7 月）、

『美味珍味』を加筆 修正した安井笛二 編 著『食味漫談』（丸之 内出版社、 1934 年 8 月）、読

売新聞婦人部編『 食 通放談』（秋豊園出 版 部、 1937 年 7 月）な どがその具体例と し て 挙げ

られる。また『東 京 名物食べある記』 の 記事をいくつか引 き 継いだものとして 白 木正光編

著『大東京うまい も の食べある記』昭 和 8 年版（ 丸ノ内出版社 、 1933 年 4 月 ）があ る。

白木版、白木版を 更 に加筆修正した安 井 笛二著『大 東京う ま いもの食べある記 』 昭和 10

年版（丸ノ内出版 社 、 1935 年 5 月 ）は共 に人気を集めた（ 近 藤裕子「解題」、近 藤 裕子編

『コレクション・モ ダン都市文化第 13 巻  グルメ案内記』、ゆ まに書房、 2005 年 11 月）。

またこうした状況 と 呼応する形で、魚 谷 常吉『味覚法楽』（ 秋 豊園出版部、 1936 年 7 月）

では、当時の食通 の 中に「現代に最も 多 い食通で、新聞、 雑 誌、書物の上の研 究 と、人の

口から伝はつたの を 、食ひもしないで 盛 んに吹聴する」と い う「似而非通人」 が いると述

べられている。  

以上のことから 、関東 大震災以降の 1920 年 代から 30 年代 にかけ て食味評論の出版 が 盛

んになり、食情報 が 娯楽コンテンツの 一 つ、情報商品とし て 扱われていたと整 理 すること

ができよう。つま り 、食味評論が娯楽 的 物語として抽象化 ・ 自立化し、読者が 自 身の食生

活とは無関係に情 報 として楽しむこと が 出来る状況が出現 し 始めていたのであ り 、実食し

ない食通という特 異 な在り方が矢田自 身 の独創ではなく、 時 代状況に影響を受 け たもので

あると考えられる 。  

②作中における「 粥 」の意味合い  

発表時期及びそれ と ほぼ同時期と推測 さ れる作中時間は日 中 戦争下において、「粥 」は節

米食として奨励さ れ ていた。一方、作 中 では主人公一家の つ つましい御馳走と し て、また

実食しない食通で あ る鈴木が唯一実食 を 伴って食味評論し た 食物、つまり胃弱 の 鈴木が唯

一食べられた美食 と して描かれており 、 日常の中の僅かに 非 日常的な食として 小 市民的生

活と食通というモ チ ーフとを接続する 回 路として機能して い るものとして本作 の 「粥」表  

 



※ ホームページ等で公表します。（様式２－２）  

立 教 Ｓ Ｆ Ｒ － 院 生 － 報 告  

研究成果の概要 つ づ き  

 

※ こ の （ 様 式 ２ ） に 記 入 の 成 果 の 公 表 を 見 合 わ せ る 必 要 が あ る 場 合 は 、 そ の 理 由 及 び 差 し 控 え 期 間 等  

を 記 入 し た 調 書 （ Ａ ４ 縦 型 横 書 き １ 枚 ・ 自 由 様 式 ） を 添 付 す る こ と 。  

象の性格を整理で き る。  

 

（ ２ ）尾 崎翠 作品 にお け る食 モチ ーフ の考 察  

尾崎翠は昭和初期 に 活躍したモダニズ ム 作家である。寡作な作 家であったが、食に関 す

る描写が初期から 後 期にかけて一貫し て 見られる。そこで、様 式３－① b の論文では 、初

期から後期の作品 に おける食モチーフ を 検討し、作品ごとの特 色を抽出しながら、初 期か

ら後期にかけて食 モ チーフが単なる小 道 具的存在から物語 内 容そのものに密接 に 結びつ

いてゆく様子を検 討 し、同時にそれ らが持 つ同時代との符合 性 ／差異性について も 考察を

加えた。  

初期から中期にか け ての作品、少女小説に おいては、食モチーフ はそれに先行する 物 語

内容に添えられた 小 道具的存在であり 、ま た作家的成熟を迎 え つつあった時期に 執 筆され

た「香りから呼ぶ 幻 覚」（ 1927）や「アツ プルパイの午後」（ 1929）では同時 代にお ける

牛乳イメージやカ ル ピスのコピーのパ ロ ディ的性格を帯び 、物 語内容の重要な一 部 を担う

もののやはり食と は 離れたところで物 語 が展開する。これ に 対し、 1931 年以降の 作品に

おける食モチーフ は 抽象的な物語の具 体 的理解を促し（「途 上 にて」（ 1931））、物語 の中

心に位置する恋愛 模 様に奉仕し（「第七 官 界彷徨」（ 1931）「歩 行」（ 1931））、そして 物語

や主人公の幻想性 と は裏腹にその逼迫 し た現実を暗示する「 こほろぎ嬢」（ 1932））。ここ

において、食モチー フは物語内容と強 く 結びつき、その理解 や展開を支えてい る 。食が主

要なモチーフとな る 時、食べる快楽や美食 といった形で登場 し やすいが、そこにおい て食

物はただ食べる対 象 として、摂食行為は食 すという快楽その も の、あるいは美味を楽 しむ

手段として描かれ る 傾向にある。しかし、尾崎翠作品におけ る 食描写は食物が生 々 しい味

覚や食感を伴わな い 記号的なものであ り、食に対するこの禁 欲 的な態度こそが尾 崎 作品に

おいて食モチーフ の 様々な展開を可能 に したと言える。  

しかし、今回の論文で は尾崎翠の食モチ ー フに関して作品ご と の特色を抽出し、初期 か

ら後期にかけての 変 遷を辿るのみで 、彼女 が身を置いたモダ ニ ズムという芸術思 潮 との関

連にまで踏み込む こ とができなかった 。食 を記号的 に描く尾 崎 の表現 はモダニズ ム という

芸術思潮とどのよ う に関連するのか、 と いう点については 今 後の課題としたい 。  

 

（ ３ ）佐 藤春 夫「 のん し やら ん記 録」（ 1929） と食 糧問 題と 関係 性 につ いて の考 察  

 佐藤春夫「のんしや らん記録」は、近未来 都市「ノンシヤラン市 」を舞台としたアンチ ・

ユートピア小説で あ り、佐藤自身が「 風 刺小説 」（諏訪三郎 「 解説」、『明治大正 文 学全集

第 40 巻  志賀 直哉・佐藤春夫』、春陽 堂、 1929 年 6 月 ）、「 文 明 批 判 」（ 平 野 謙・伊 藤 整 ・

佐藤春夫鼎談「大 正 作家」、『群像』第 19 巻第 6 号 、講談社、 1964 年 6 月）を意図 して

書いたものである と 語っている。作 中で は「食用瓦斯 」と「飲 用瓦斯」が人々 の食 糧であ

り、日光や水と共にそ の配分は政府によ っ て徹底的に管理さ れ ており、下層社会の人 々は

常にその不足を感 じ ているが、こうし た 設定はアナトール ・ フランス『ペンギ ン の島』

（ 1908） から着想を 得たものと指摘さ れ ている（河田和子 「 佐藤春夫「のんし や らん 記

録」補論――文壇 的 背景と賤民文学の 試 み――」、『尚絅語 文 』第 4 号 、尚絅大学 文化言

語学部・日本文学 懇 話会、 2015 年 3 月）。  

一方で、作中の人々は 味や歯ごたえを持 つ 食物を求めており、そ れに加えて食べれ ば あ

る種の情緒的体験 が できる食物が「芸術」として売り出され、人気を博すという 描 写も登

場する。第一次世界 大戦後、世界的に食 糧問題が浮上し、栄 養学の発展もあり、その解決

策として「人造食糧」という人工的に栄 養 価の高い食物を作 り 出すことが考えら れ ると 同

時に、栄養価と経済性 ばかりを重視する 動 きに懸念を示す声 も 当時既に見られ た（趣 味の

飲食物史料研究会 『 趣味の飲食物史料』、 公立社書店、 1932 年 10 月）。「のん しやら ん記

録」の食表象はフラン スからの影響関係 に 留まるものではな く、上記のような動向 を 受け

た風刺的性格を持 つ ものとも考えられ る。今後、栄養学や食糧問 題について更なる 調 査を

進め、食に纏わる ナ ショナリズム的動 向 と同作との関係に つ いて議論を深めた い 。  
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①  

a.加藤明 日菜「 矢田 津世子「 茶粥の 記」 における 食表象 試論 ――戦前 期の娯 楽的 食メデ

ィアを中心に」、『 立 教大学日本文学論 叢 』第 18 号、 2018 年 1 月、 94～ 105 頁  

b.加 藤 明 日 菜 「 尾 崎 翠 に お け る 食 ― ― 記 号 化 あ る い は 物 語 と の 相 関 関 係 を め ぐ っ て ―

―」、『立教日本文 学 』第 121 号、 2019 年 1 月、 353～ 367 頁  

 

②該当なし。  

 

③該当なし。  

 

④研究発 表「食 糧問 題から生 まれる ユー トピア― ―佐藤 春夫 「のんし やらん 記録 」にお

ける同時代食文化 へ の風刺と植物化」（ 名 古屋大学・立教大 学 合同研究会、 2019 年 3 月

14 日、立教大学池 袋 キャンパス）  

 

 


